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相
』

農
村
経
持
更
生
計
査
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
農
村
経
掛
の
建
直
し
蓮
動
は
、
同
家
の
持
議
2
撲
剛
の
下
仁
、
日

下
盛
に
各
地
に
起
き
れ
つ
・
?
の
る
。
こ
の
蓮
動
の
目
標
と
之
が
貫
現
の
方
法
と
に
闘
し
、
農
林
大
臣
は
『
農
山
漁

村
鰹
梼
夏
生
計
査
に
闘
す
る
農
林
省
訓
令
』
中
に
於
て
、
「
農
山
漁
村
疲
弊
の
現
状
に
鑑
み
其
の
不
況
を
匡
救
し
産

業
の
振
興
を
闘
h
ノ
て
民
心
の
安
定
を
策
し
進
ん
で
農
山
漁
村
の
更
生
に
努
な
る
は
刻
下
緊
急
の
要
務
に
ち
:
・
・
・
・
現

下
農
村
疲
弊
の
由
来
せ
る
素
因
が
雷
に
鞠
廷
内
外
経
梼
界
の
異
常
な
る
不
況
に
職
由
す
る
の
み
な
ら
宇
深
〈
農
村

鰹
掛
の
蓮
替
及
組
織
の
根
抵
に
横
は
る
も
の
あ
る
賓
肢
を
明
に
し
農
山
漁
家
の
自
醒
を
促
す
と
共
に
其
の
繭
困
の

基
除
に
努
力
せ
し
h
u

る
要
あ
り
之
が
震
に
は
農
村
部
落
に
於
け
る
固
有
の
美
風
た
る
隣
保
共
助
の
精
神
を
活
用
し

葉
の
経
済
生
活
の
上
に
之
を
徹
底
せ
し
め
以
て
農
山
挽
村
に
於
け
る
産
業
及
経
捕
の
計
査
的
組
識
的
刷
新
b
n
一
企
圃

せ
ぎ
る
‘
べ
か
ら
令
」
左
。
卸
ち
之
に
よ
れ
ば
農
村
麗
掛
夏
生
運
動
の
特
徴
は
、
雷
に
現
下
不
況
の
膳
急
的
匡
救
掛

農
村
町
脚
部
更
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

五ー

九

第

j1， 

:n. 
4二



農
村
経
冊
昨
夏
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

五
三

O

第

務

五
八

策
た
る
に
留
ら
争
、
農
村
粧
持
機
構
の
根
本
的
改
善
を
行
ひ
、
そ
の
牌
来
の
後
展
に
劃
す
る
地
盤
を
確
保
す
る
に

あ
る
。
而
し
て
之
が
貫
現
は
農
村
の
固
有
の
美
風
に
る
隣
保
共
助
の
精
神
に
よ
る
農
村
の
自
カ
更
生
蓮
勤
に
侠
た

ん
L
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
今
日
の
農
村
鰹
樺
更
生
運
動
が
農
民
の
自
治
的
、
協
同
的
運
動
で
あ
忍
左
購
き
れ

る
所
以
で
あ
る
。

農
村
駆
掛
更
生
運
動
的
一
目
標
は
右
の
如
く
、
農
耕
疲
弊
の
根
本
的
素
岡
を
斐
除
し
、
農
村
を
し
て
異
の
観
点
柴
ぃ
ト

導
〈
ぺ
き
地
盤
を
輿
ふ
る
も
の
T
あ
る
か
ら

h

先
づ
第
一
に
問
崩
し
〆
」
な
お
は
、
農
村
艇
糟
誕
生
計
書
中
じ
於
て
樹

立
さ
れ
た
る
諸
方
策
が
、
我
圃
農
村
疲
弊
の
根
本
的
原
因
の
斐
除
に
濁
し
て
果
し
て
営
を
待
て
ゐ
る
か
否
か
の
賄

で
あ
る
。
此
等
の
諸
方
策
を
以
て
し
て
農
村
疲
弊
の
異
の
病
源
を
除
去
し
、
之
を
根
治
し
得
る
の
で
な
け
れ
ば
、

折
角
農
村
経
捕
伸
一
誕
生
運
動
を
喚
起
し
て
色
、
ぞ
れ
は
一
時
の
膳
急
封
策
た
る
に
留
り
、
こ
れ
に
よ
っ

τ翼
の
農
村

極
端
情
の
建
直
し
は
期
待
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
行
か
ら
我
々
は
先
づ
第
一
に
目
下
の
農
村
疲
鮮
の
原
因
を
探
究

し
、
併
せ
て
此
の
疲
弊
の
程
度
を
明
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謂
は
Y
農
村
疲
弊
の
根
本
的
病
振
と
此
の
病
源

よ
り
起
れ
る
農
村
疲
弊
の
病
航
並
に
そ
の
程
度
と
を
充
分
明
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帥
ち
農
村
疲
蝶
の
病
椋

を
稜
見
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
之
を
根
本
的
に
治
癒
し
得
る
方
策
を
樹
て
得
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
疲
弊
の

程
度
を
正
し
〈
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
そ
の
病
般
に
適
臆
し
て
緩
急
宜
し
き
ゃ
}
得
る
方
策
を
樹
立
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。
故
に
此
の
農
村
疲
弊
の
根
本
的
原
因
と
其
の
疲
弊
の
程
度
と
に
劃
す
る
充
分
な
る
認
識
の
上
に
、
初

め
て
農
村
経
済
更
生
計
査
の
具
鰹
的
諸
方
策
の
営
否
が
批
判
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。



第
二
に
問
題
と
な
る
は
、
農
村
経
済
更
生
計
書
の
貫
現
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
計
査
の
賓
現
に
闘
し
で
は
、
隣

保
共
助
の
精
神
を
基
調
と
す
る
農
村
の
自
力
夏
生
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
場
合
、
自
力
更
生
と
い
ふ
も
、
個

々
の
農
家
が
聯
絡
な
き
孤
立
的
努
力
を
趣
績
す
る
の
み
に
て
は
、
そ
の
目
的
を
達
し
得
F
る
を
以
て
、
必
然
的
に

農
民
の
集
圃
的
努
力
炉
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
農
村
鰹
梼
更
生
運
動
に
際
し
、
特
に
産
業
組
合
の
如
き
協
同
組
合
組

織
の
重
要
視
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
第
.
一
に
現
賓
の
農
村
協
同
組
合
組
織
が
農
民
の
自
治
組
織
と
し

て
、
よ
く
こ
の
任
務
に
堪
へ
得
る
や
否
や
に
就
て
、
光
分
に
吟
味
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
比
の
自
力
克

生
は
農
村
の
隣
保
共
助
の
精
神
を
基
調
L
し
す
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
現
在
の
農
村
機
構

ω中
い
い
は
此
の
精
神
の
充

八
げ
な
る
楼
露
伝
聞
害
す
る
原
因
u
y
な
い
か

a

脅
か
を
吟
味
し
、
併
ぜ
て
之
が
基
除
は
農
民
?
目
力
に
よ
っ
て
の
み
解

決
出
来
る
も
の
な
h
や
否
ゃ
を
探
究
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
注
意
す
べ
き
は
、
世
人
の
往
々
に
し
て
考

ふ
る
如
く
、
農
村
疲
弊
の
原
因
の
全
部
を
農
村
白
色
湖
、
り
取
る
べ
き
こ

E
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
農
村
疲

弊
の
原
岡
は
之
を
外
部
的
原
因
と
内
部
的
原
悶

'F」
に
分
ち
、
自
力
更
生
の
限
界
は
後
者
、
却
も
農
村
自
ら
蒔
い
た

種
を
測
り
取
る
こ
L
」仁
J

の
る
と
農
林
営
局
は
敢
へ
て
ゐ
る
。
併
し
農
村
自
ら
蒔
い

R
輔
の
中
に
は
、
勿
論
直
接
農

村
氏
の
責
任
に
蹄
す
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、
ま
た
農
村
施
設
の
快
陥
よ
り
巳
む
を
得
や
起
れ
る
も

ωも
あ
る
。
更

に
農
村
疲
弊
と
言
ふ
色
、
雨
者
何
れ
の
原
因
よ
り
来
り
た
る
か
明
確
に
直
別
し
得
な
い
場
合
も
多
い
か
ら
、
雨
原

国
を
同
時
に
吏
除
す
る
に
あ
ら
十
ん
ぱ
、
換
言
す
れ
ば
農
村
の
自
力
更
生
運
動
は
副
家
農
業
政
策
左
同
時
に
相
提

携
し
て
行
は
れ
る
に
あ
ら
や
ん
ぱ
、
充
分
な
る
殺
果
を
後
揮
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
故
に
国
家
は
農
村
鰹
掛
夏
生

農
村
経
済
夏
生
運
動
の
目
標

第
宅
十
八
巻

五
三
一

第
二
貌

ヨ王
丸



農
村
経
務
更
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

互L

第

披

大

O

運
動
に
於
げ
る
農
村
の
集
囲
的
肖
力
の
限
界
を
認
識
し
、
そ
の
短
を
補
ふ
に
岡
家
政
策
に
よ
る
援
助
を
以
て
し
、

更
に
進
ん
で
は
農
村
の
自
力
運
動
に
適
切
な
る
国
家
的
指
導
統
制
を
加
へ
、
か
く
て
農
村
民
の
自
力
活
動
と
之
を

補
ふ
べ
き
国
家
活
動
L
」
は
相
融
合
し
て
、
有
機
的
視
合
物
に
る
質
質
佐
備
ふ
る
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
る
の

で
J

の
る
。

-..， 
ー'"

農
村
蝦
掛
史
生
運
動
は
農
村
疲
悼
の
根
本
的
素
凶
を
安
除
し
m

農
村
を
異
の
繁
栄
に
導
〈
ぺ
き
地
権
な
輿
ふ
ぺ

き
も
の
な
る
を
以
て
、
先
づ
我
々
は
農
村
疲
弊
の
根
本
的
原
因
に
就
て
充
分
な
る
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
我
幽
農
村
疲
弊
の
原
因
は
多
々
め
る
が
、
誌
で
は
其
の
主
要
原
因
に
就
て
概
観
し
ゃ
う
。

一
円
我
が
農
村
師
匠
許
交
換
一
経
一
醇
化
し
た
る
結
果
と
し
て
、
農
家
は
日
用
品
乃
至
は
農
耕
用
品
に
就
て
は
、
従
来

よ
り
も
低
廉
な
る
犠
牲
を
以
て
上
質
の
も
の
を
購
入
し
得
る
に
至
れ
る
が
、
し
か
し
他
方
に
於
て
従
来
な
し
来
つ

た
粂
業
の
多
く
を
失
ひ
、
之
は
漸
衣
工
場
生
産
化
さ
れ
て
農
村
を
去
っ
た
。
郎
ち
農
村
の
交
換
経
掛
化
の
結
果
と

し
て
、
我
が
農
村
は
日
用
品
、
肥
料
其
他
の
購
入
代
金
の
支
出
を
新
に
増
加
し
た
る
が
、
併
し
そ
の
代
金
を
稼
M
L

べ
き
持
カ
は
な
す
べ
き
仕
事
が
な
く
、
業
の
一
部
は
遊
食
せ
ゴ
る
を
得
ゴ
る
に
至
つ
亡
。

二
我
圃
農
村
人
口
は
障
に
飽
和
賦
態
に
達
し
た
る
上
に
、
そ
の
出
生
率
は
都
曾
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
て
耕
地
撰
張
に
限
り
あ
る
我
国
に
於
て
は
、
さ
ら
で

rに
強
き
過
小
農
化
の
傾
向
を
一
層
助
長
す
名
。

殊
に
最
近
に
於
け
る
都
市
の
不
況
に
よ
り
て
農
村
に
於
げ
る
人
口
流
出
の
困
難
を
生
じ
、
之
を
農
村
に
於
て
養
ふ



に
は
農
家
一
戸
営
り
の
耕
地
面
積
は
漸
失
遁
減
せ

F
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

h
y

〉
る
農
村
人
口
の
過
剰
が
農

家
経
済
eT
不
断
に
座
遣
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
農
村
は
一
般
に
都
舎
に
比
し
て
種
々
な
る
酷
に
於
て
不
利
盆
を
蒙
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
農
業
者
の
租
税
負
櫓
聞
が

他
産
業
者
に
比
し
て
よ
り
重
い
の
は
周
知
の
事
責
で
め
る
が
、
其
の
他
数
育
、
墜
療
方
面
に
就
て
も
都
舎
と
閉
じ

や
う
に
受
け
ゃ
う
と
す
れ
ば
準
に
多
額
の
支
出
を
要
す
る
。
ま
た
農
村
の
掛
け
る
保
険
金
、
郵
便
貯
金
等
は
殆
ん

ど
都
舎
に
集
中
し
、
低
利
資
金
と
し
て
地
方
に
還
元
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
一
一
宮
さ
へ
少
な
い
農

村
の
費
金
が
一
層
触
乏
す
る
。
国
民
平
等
の
負
措
で
め
る
べ
き
兵
役
仁
就
て
色
、
農
村
住
民
は
離
格
が
優
れ
て
ゐ

る
た
め
、
都
曾
よ
り
遣
に
意
〈
負
憎
し
て
ゐ
る
。
更
に
都
曾
に
比
し
て
一
層
重
き
農
村
の
地
方
税
負
携
を
弛
れ
る

に
め
、
農
村
を
去
っ
て
都
舎
に
移
住
す
る
不
在
地
主
に
よ
り
、

一
般
農
民
の
租
税
負
憶
が
一
層
過
重
と
な
る
こ
と

も
佐
々
あ
る
。

四
我
園
の
小
作
料
は
、
最
近
は
漸
失
低
下
す
る
傾
向
に
は
あ
る
が
、
倫
ほ
一
般
的
に
高
率
に
し
て
、
小
作
農
の

生
活
を
睡
迫
す
る
。
非
常
時
日
本
の
雰
固
気
に
於
て
は
、
小
作
問
題
は
事
買
以
下
に
過
小
に
評
債
さ
れ
勝
ち
で
あ

る
が
、
貫
際
は
反
っ
て
小
作
問
題
の
激
化
を
報
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
農
村
内
部
の
紛
糾
は
、
農
村
に
於
け
る
隣
保
共

助
の
精
神
を
基
調
と
す
る
自
力
更
生
運
動
の
準
展
を
阻
害
し
、
ひ
い
て
農
村
の
疲
弊
を
促
す
ι

也
最
近
敷
年
来
よ
り
の
農
産
物
、
殊
に
米
、
繭
、
競
菜
等
の
債
格
下
落
が
最
も
主
な
る
農
村
疲
弊
の
原
因
を
な

す
。
こ
れ
は
一
面
一
般
経
樺
界
の
不
況
に
よ
る
購
買
力
の
棋
退
に
基
〈
が
、
他
面
そ
れ
ぞ
れ
の
農
産
物
の
側
に
於

農
村
経
済
更
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

互王

第
二
披

ム

ノ、



農
村
鰹
務
夏
生
運
動
回
目
標

第
三
十
八
巻

五
三
四

第
二
銑

一占，.、

て
も
特
殊
の
原
因
が
あ
る
。
米
に
於
け
る
植
民
地
米
の
塵
迫
、
繭
に
於
け
る
人
遺
絹
紙
の
鹿
追
の
如
き
之
で
あ
る
。

六
一
般
不
況
期
に
於
て
も
、
今
日
の
イ
シ
プ

V
1
ジ
ョ
ン
時
期
に
於
て
も
、
農
産
物
は
澗
占
的
工
業
品
に
比
し

て
、
下
向
的
又
は
上
向
的
債
格
差
の
重
煙
を
受
け
あ
。
こ
れ
農
産
物
に
於
て
は
、
生
産
者
の
多
数
、
生
産
時
期
の

一
定
、
強
度
の
腐
敗
性
、
自
然
の
恋
意
に
よ
る
生
産
調
節
の
困
難
等
に
よ
り
、
生
産
及
び
販
責
上
の
統
制
を
加
へ

鰍
却
さ
じ
事
〈
。
ま
仁
農
産
物
。
蹴
寅
、
農
業
用
品
及
び
日
用
品
の
購
入
遇
制
組
に
於
け
る
多
搬
の
中
間
商
人
の
介
在

は
、
農
産
物
の
庭
先
相
場
営
不
常
に
低
か
ら
し
め
、
農
家
の
購
入
品
の
慣
格
を
不
常
に
高
か
ら
し
め

U

夫
々
の
慣

格
の
騰
貴
及
び
低
落
を
遅
ら
せ
、
従
て
雨
者
の
問
に
も
債
格
差
が
生
子
る
。
こ
の
債
格
差
は
、
一
面
農
家
経
捕
の

牧
支
均
衡
を
閤
難
な
ら
し
め
、
他
面
農
産
物
の
生
産
費
低
下
を
岡
難
な
ら
し
め
る
。

化
農
家
の
消
費
艦
梼
に
就
て
見
る
も
、
か
の
欧
洲
大
戦
の
好
況
時
代
に
農
家
所
得
が
激
増
し
、
た
め
に
農
家
の

生
活
程
度
が
著
し
く
向
上
し
た
る
が
、
最
近
数
年
来
の
不
況
に
由
来
す
る
念
激
な
・
る
農
家
所
得
の
減
退
に
躍
じ

て
、
そ
の
生
活
程
度
を
急
激
に
引
き
下
げ
得
F
る
た
め
、
農
家
家
計
上
の
牧
支
均
衡
を
失
し
、
負
債
を
被
る
こ
と

↓
」
な
り
、
ま
た
冠
婚
葬
祭
に
不
営
の
出
費
を
要
す
る
等
、
家
計
上
の
不
合
理
な
る
勤
よ
り
農
村
の
疲
弊
を
費
一
ら
せ

る
こ
と
色
め
る
。

仏
今
日
の
農
村
負
債
は
四
十
五
億
乃
至
五
十
億
固
と
推
定
さ
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
全
部
異
の
農
民
の
負
債
で
は

な
く
、
そ
の
相
営
な
る
部
分
は
地
主
の
負
債
に
る
こ
と
、
農
民
の
有
す
る
郵
便
貯
金
、
貯
蓄
銀
行
預
金
、
信
用
組

合
預
金
も
相
営
の
額
に
達
す
る
こ
と
、
其
他
佃
人
貸
付
金
中
に
於
け
る
農
業
者
相
互
間
の
色
の
も
少
な
か
ら
F
る



こ
と
等
を
掛
酌
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
倫
ほ
農
民
の
負
債
は
相
営
の

E
額
に
蓬
す
る
。
そ
の
刺
梯
だ
け
で

も
、
農
産
物
債
格
下
落
の
甚
ピ
し
き
今
日
仁
於
て
は
、
農
家
経
梼
に
大
い
な
る
腫
遁
と
な
る
。

以
上
列
奉
せ
る
諸
勤
が
今
日
の
農
村
疲
弊
の
主
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
農
村
極
構
更
生
運
動
の
目
標

一
炉
、
之
等
諸
原
因
の
斐
除
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
営
然
で
あ
る
。

---

農
村
窺
弊
の
根
本
的
原
因
を
認
識
し
た
る
上
は
、
農
村
鑑
梼
更
生
運
動
の
目
標
は
、
こ
の
認
識
の
上
に
樹
立
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
蕊
で
は
農
村
の
一
生
産
部
面
、
ニ
滅
通
部
面
、
コ
一
金
融
部
面
、
四
農
家
相
費
経
関
部
面
仁
於
て

樹
立
さ
る
べ
き
具
標
的
諸
方
策
日
就
C
吟
味
「
る
こ
と
と
す
る
。

先
づ
第
一
に
生
産
部
面
に
於
け
る
方
策
に
就
て
吟
味
し
ゃ
う
。
上
越
せ
る
第
一
の
原
因
に
よ
り
今
日
の
農
村
に

は
相
営
多
〈
の
傍
剰
労
働
力
の
存
す
る
上
に
、
上
越
の
第
二
の
原
因
に
よ
り
一
農
家
営
h
の
耕
地
面
積
が
衣
第
に

逓
減
す
る
傾
向
に
さ
へ
あ
る
。
従
て
海
外
移
住
や
都
市
へ
の
移
轄
に
よ

b
て
、
農
村
に
於
け
る
過
剰
人
口
の
座
カ

を
緩
和
す
る
や
う
圃
る
こ
主
が
急
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
こ
の
南
方
面
へ
の
農
村
人
口
の
流
出
炉
、
俄
に

連
せ
ら
れ
r
t
る
隈
hJ
、
農
業
経
替
の
多
様
化
、
集
約
化
に
よ
り
て
其
の
生
産
力
の
増
加
に
努
め
、
ま
た
農
村
副
業

の
工
業
化
等
に
よ
り
て
、
農
村
の
人
口
耽
容
カ
の
増
加
を
圃
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
そ
の
結
果
は
営
然
に

農
産
物
や
副
業
品
の
増
産
を
鷲
す
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。
加
之
.
不
況
期
に
於
て
は
、
趨
営
な
る
統
制
を
加
へ

ぎ
れ
ば
、
農
家
は
個
人
経
掛
の
観
動
か
ら
牧
入
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
、
生
産
物
車
位
慣
格
の
低
下
を
補
ふ
に
生

農
村
経
済
見
生
運
動
白
目
標

第
三
十
八
巻

五
三
五

第

競

~ 
y、



農
村
鰹
務
夏
生
運
動
回
目
標

第
三
十
八
血
管

五
三
六

第

披

/、
凶

産
物
数
量
の
増
加
を
以
で
せ
ん
と
し
.
そ
の
結
果
増
産
を
促
す
こ
と
と
な
る
。
然
る
に
農
産
物
や
副
業
品
の
需
給

関
係
を
無
視
す
る
増
産
は
、
反
っ
て
単
位
債
格
を
下
落
せ
し
め
、
結
局
農
村
の
綿
所
得
そ
減
少
せ
し
め
、
農
村
の

不
況
&
却
っ
て
探
め
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。
悲
に
増
産
問
題
の
困
難
が
あ
3
0

川
増
産
問
題
農
村
粧
梼
更
生
計
査
に
於
け
る
農
産
物
の
増
産
の
目
標
は
、
徐
々
に
現
れ
る
人
口
増
加
仁
よ
り

て
惹
起
き
れ
る
需
要
の
増
加
を
掛
酌
し
つ
〉
、
之
に
照
臆
し
て
生
産
数
量
密
徐
々
に
増
加
し
、
之
に
よ
り
て
急
激

な
る
増
産
佐
避
け
、
且
つ
各
将
農
産
物
の
需
要
弾
力
性
ケ
倒
的
し

c、
増
産
に
よ
り
イ
し
多
少
と
も
に
牒
掠
の
綿
欣

入
を
増
す
ゃ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
こ
の
貼
よ
り
す
れ
ば
、
先
づ
第
一
に
増
産
の
目
標
は
、
海
外
へ
の
轍
出
農
産
品
の
増
加
、
海
外
よ
り
の
購
入

農
産
品
に
代
替
す
る
内
地
農
産
品
の
増
加
に
置
〈
べ
き
で
あ
る
。
増
産
が
こ
の
雨
方
面
に
向
げ
ら
れ
名
限
り
、
園

内
に
於
け
る
生
産
過
剰
が
起
ら
中
、
従
て
囲
内
に
於
け
る
農
産
物
債
格
の
下
落
を
惹
起
し
な
い
。

小
川
第
二
に
増
産
の
目
標
は
自
給
喜
一
部
面
の
充
貫
憤
張
に
置
〈
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
給
生
産
物
に
も

二
様
の
匝
別
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
都
市
製
造
工
業
品
に
代
替
す
る
自
給
生
産
物
の
増
産
、
例
へ
ば
金
肥
に

ま日 1-t 
き替
之す
でる

あ宵
ス 耶ロ

ユ肥

此料
等'
m 市
培販
産聾
』立 Z出
陣 i二

雇代
物替
慣1"
格。
r 自
主家
接醸
影遊
響醤
を消

毒主
i置
よ長
か替
毛す

大3
ーにム
般奨ス
世脚メ
人す y

のべ服
考き地
ふで等
忍 よちの

る
。
但
し
金
肥
の
節
約
の
如
き
は
、
本
邦
農
業
生
産
力
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
玄
る
限
り
、

如
〈
、
左
程
大
な
る
を
得
な
い
憾
が
あ
る
。
第
二
は
他
の
農
村
に
於
て
生
産
さ
れ
る
農
業
及
び
農
副
業
品
に
代
替

昭和七年度に於ける農家生産物の輸出償額は四億九千五百高聞にして、その
内生糸は三億八千三百高岡を占めてゐる o 周年度の農産物白輸入償績は宍官官:
七千四百高聞にして、そ白内繰綿は問億四千七百鶴岡古:liめてゐる。詳細な
る品目及びそ白債額に就ては、昭和じ年度農家生産物輸出入以祝〈農務局、
農務時報、第五十三獄、昭和八年二月)参照。



す
る
所
の
自
給
生
産
物
の
増
産
で
め
る
。
例
へ
ば
養
彊
地
方
や
蔵
菜
果
樹
園
事
地
方
の
米
安
自
給
の
如
き
之
で
ゐ

る
。
此
等
の
地
方
の
米
要
自
給
の
蟻
張
は
、
或
る
意
味
で
は
債
格
鍾
動
に
劃
す
る
保
険
的
作
用
を
稜
揮
す
る
か
ら

望
ま
し
い
と
は
云
へ
、
ぞ
れ
だ
け
他
地
方
の
生
産
す
る
米
安
に
封
す
る
購
入
の
減
退
と
な
旬
、
日
本
会
館
と
し
て

の
農
業
を
刺
せ
な
い
こ
と
と
な
忍
。
加
之
、
こ
の
場
合
の
自
給
生
産
は
農
業
生
産
の
水
平
的
分
化
傾
向
に
よ
っ
て

促
さ
れ
た
る
各
種
農
産
物
の
適
地
通
生
産
に
基
〈
日
本
全
般
と
し
て
の
農
業
生
産
カ
の
後
遣
を
後
退
せ
し
む
る
虞

が
あ
る
。
従
て
此
の
方
面
の
増
産
は
人
口
増
加
に
膳
十
る
程
度
に
徐
々
に
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。

』
囲
内
の
腕
買
を
目
的
と
す
る
農
産
物
の
増
産
は
、
今
日
の
如
き
不
況
期
に
於
て
は
多
く
を
望
み
得
な
い
。
蓋

し
不
況
期
に
於
て
は
、
農
産
物
仁
封
す
る
需
要
の
増
加
を
多
〈
期
待
し
得
な
い
か
ら
骨
し
あ
る
。
日
本
金
曜
の
農
業

生
産
力
台
高
め
、
外
岡
敵
γ

し
杭
民
地
農
業
ド
到
す
る
競
争
・
カ
を
高
め
る
に
は
、
内
地
農
業
内
部
の
農
業
者
開
設
に

地
域
聞
の
自
由
競
争
を
盛
ん
に
し
‘
通
生
産
を
適
地
に
移
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
僚
り
に
急
速
な
る
各
地
方
農

業
聞
の
優
勝
劣
敗
を
促
す
と
き
は
、
反
っ
て
各
地
方
に
多
大
の
犠
牲
を
招
〈
か
ら
、
適
所
一
過
生
産
の
援
展
傾
向
を

促
し
つ
也
、
し
か
色
各
地
方
の
曲
家
る
打
撃
を
少
〈
す
る
や
う
工
夫
営
凝
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
如
〈
考
察
し
来
る
と
き
は
、
目
下
の
世
界
的
不
況
期
に
於
て
は
、
増
産
に
よ
る
大
い
な
る
農
村
牧
入
の

増
加
は
、
之
を
俄
に
期
待
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

民
生
産
費
の
節
漉
目
下
の
世
界
的
不
況
に
際
し
一
一
般
購
買
力
の
減
退
せ
る
場
合
に
、
農
産
物
の
販
路
を
靖
張

す
る
に
は
、
そ
の
販
貰
債
格
を
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
農
産
物
の
生
産
費
の
低
下
を
園
る
を
要

農
村
経
暗
昨
夏
生
運
動
白
目
標

第
三
十
八
巻

五
三
七

第

披

六
五

1) 拙稿、農業生産に於ける水平的分化と事直!日I分化{経理事論議、昭和九年一月
遺10参照。



第
三
十
八
巻

す
。
生
産
費
の
引
き
下
げ
は
、
同
一
の
鰹
費
を
以
て
よ
り
多
〈
の
よ
り
優
れ
た
る
生
産
物
を
生
摩
す
る
か
、
或
は

等
量
の
生
産
物
e
g
p
い
少
な
き
生
産
費
に
よ
り
て
生
産
す
る
外
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
於
て
前
者
に
あ
ち
で
は
、

農
村
経
務
夏
生
運
動
白
目
標

五
三
人

第

披

六
六

車
債
を
引
き
下
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
て
多
少
の
需
要
増
加
を
喚
起
し
得
る
も
、
不
況
期
に
於
て
は
此
の
勤
に
大
な
る

期
待
を
掛
く
る
を
特
な
い
か
ら
、
後
者
の
方
向
が
主
L
」
し
て
採
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
生
産
費
の
引
き
下
げ

r，;t 、

一
面
ぞ
の
重
要
部
分
khr日
h

げ
る
肥
料
値
格
の
低
下
、
公
租
益
課
の
引
き
下
げ
、
小
作
料
の
合
理
化
等
の
問
題

い
ま
で
展
開
し
.
他
.
加
で
は
牒
業
持
棚
投
の
節
約
一
か
問
題
と
な
石
ω

乙
の
農
業
持
舶
の
内
に
は
雇
傭
持
働
と
自
獄

勢
働
と
が
あ
る
が
、
雇
傭
帥
労
働
に
劃
し
て
は
農
業
生
産
の
機
械
化
.
共
同
鰹
管
業
他
に
よ
る
粧
替
の
合
理
化
に
よ

り
て
之
を
減
少
し
、
又
は
之
に
代
替
す
る
に
自
家
崎
労
働
を
以
で
し
、
農
家
の
貨
幣
支
出
の
減
少
を
圃
る
べ
き
で
あ

る
。
但
し
主
と
し
て
自
家
勢
働
に
依
存
す
る
、
本
邦
仁
於
て
支
配
的
な
る
小
農
粧
替
に
於
で
は
‘
こ
の
方
面
に
於

て
節
約
す
べ
き
偉
地
は
少
な
い
。
衣
に
自
家
勢
働
費
の
引
き
下
げ
は
、
自
家
時
労
働
力
の
再
生
産
費
、
即
ち
農
家
の

生
活
費
の
低
下
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
農
家
が
交
換
粧
捕
に
入
込
ん
で
ゐ
る
今
日
に
於
て
は
、
農
家
の
購
入

す
る
生
活
必
需
品
の
債
格
低
下
に
よ
る
か
、
又
は
農
家
の
生
活
基
準
の
引
き
下
げ
に
よ
る
外
は
な
い
。
こ
の
勤
に

就
て
は
後
に
論
中
る
。
夏
ド
農
業
生
産
上
に
於
り
る
電
動
機
や
石
油
費
動
機
の
利
用
に
よ
り
て
自
家
勢
働
力
砂
節

約
し
、
勢
働
の
苦
痛
を
成
る
ペ
〈
少
な
'
ー
す
る
こ
と
は
、
理
想
上
極
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
併
し
か
h

る
設
備
に
一
定
の
コ
ス
ト
を
要
す
る
限
り
、
ぞ
れ
に
よ
り
て
節
約
さ
れ
る
自
家
柚
労
働
力
を
他
に
有
利
に
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
て
、
少
な

t
と
も
右
の
コ
ス
ト
を
償
ふ
に
足
る
の
で
な
け
れ
ば
、
其
の
農
村
夏
生
に
は
役
立
た
な
い



で
あ
ら
う
o

m
町
農
業
勢
力
の
利
用
農
業
よ
り
の
各
種
加
工
業
の
分
離
に
ま
h
，
、
又
農
村
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
今
日
の
農

村
に
は
過
剰
勢
力
が
多
分
に
あ
る
。
ま
た
之
は
農
業
生
産
の
季
節
的
性
質
に
よ
り
て
も
促
さ
れ
る
。
き
れ
ば
こ
の

過
剰
勢
力
を
利
用
し
て
、
積
極
的
に
農
家
の
所
得
を
増
加
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
最
近
盛
に
提
唱
さ
れ
る
農

村
副
業
の
工
業
化
、
若
し
く
ぱ
工
業
の
農
村
化
は
此
の
要
求
に
臆
中
る
矯
め
で
あ
る
。
併
し
工
業
の
農
村
化
、
卸

ち
工
業
の
田
舎
へ
の
分
散
と
云
ふ
も
、
工
業
の
合
理
的
立
地
が
原
料
運
搬
や
製
品
配
給
の
便
否
等
の
麗
梼
的
理
由

仁
よ
り
決
定
3
れ
品
限
hr.
無
間
ト
え
そ
行
ふ
を
符
な
い

3

ま
た
農
産
物
の
加
工
的
業
務
に
於
て
r
り
、
ぞ
れ
が
有

利
な
る
も
の
は
、
今
日
蹴
に
大
資
本
ー
よ
り
て
工
場
生
産
化
3
れ
て
ゐ
あ
か
ら
、
農
民
の
工
業
階
段
へ
の
提
出

は
、
こ
の
方
面
に
於
て
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
叫
併
し
農
産
物
の
加
工
や
副
業
方
面
に
は
、
街
ほ
相
営
の
勢
力

利
用
の
機
舎
が
残
っ
て
ゐ
る
。
之
等
の
農
村
副
業
乃
至
は
農
村
工
業
の
普
及
は
、
常
に
市
場
或
は
需
要
の
後
見
若

し
〈
ぱ
増
大
を
前
提
と
す
る
。
故
に
海
外
へ
轍
出
き
る
べ
き
商
品
又
は
轍
入
品
に
代
替
す
ぺ
き
商
品
の
生
産
ぞ
第

一
に
選
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
第
二
に
農
家
が
都
市
よ
h
購
入
す
る
工
業
品
に
代
替
す
る
商
品
の
生
産
に
向
ふ
べ
き
で

あ
る
。
之
に
反
し
他
の
多
〈
の
地
方
の
農
村
に
於
で
生
産
さ
れ
る
副
業
品
の
生
産
を
.
数
少
き
村
々
が
優
良
な
る

機
械
を
利
用
し
て
工
業
化
す
る
と
き
は
、

一
村
繁
祭
し
て
数
村
衰
微
す
る
こ
と
〉
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
克

分
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

4
山
巾
作
料
の
合
理
化

小
作
農
に
於
け
る
生
産
費
の
重
要
項
目
を
な
す
小
作
料
を
合
理
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し

農
村
経
済
夏
生
運
動
の
目
標

五
三
九

第

世話

第
三
十
八
巻

六
七

r) 拙稿前掲論文参照。
2) 農林省、農!lI漁家届11業指針(昭和 U千十二月〉によれば、明.在農J1r漁栄白副業

品左目さるべき商品の種類は二百を数円、その主要生産地の生産量はや目常多
額に上ってゐる。



農
村
縄
涛
更
生
運
動
白
目
標

第
三
十
八
巻

五
回

O

第
二
披

六
八

ぃ
。
元
来
小
作
問
題
の
素
因
を
な
す
も
の
は
、
土
地
分
配
の
不
良
、
小
作
地
の
遁
培
、
小
作
保
件
及
び
小
作
契
約
の

地
主
偏
重
、
小
作
人
の
自
費
等
で
あ
る
が
、
最
近
に
於
け
る
農
産
物
債
格
の
下
落
に
件
ひ
、
地
主
及
び
小
作
人
の

生
活
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
加
ふ
る
に
都
曾
の
不
況
に
よ
り
小
作
人
の
出
稼
の
機
舎
も
失
は
れ
、
今
日
は
雨
者

聞
の
妥
協
の
齢
地
は
著
し
〈
狭
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
殊
仁
一
最
近
は
中
小
地
主
、
小
作
人
の
生
活
が
困
難
T

と
な
ち
に
る

結
果
、
小
作
料
滞
納
に
基
回
し
土
地
ぞ
引
き
上
げ
ん
と
す
る
者
、
負
債
の
重
煙
よ
り
池
れ
る
た
め
土
地
主
買
却
ザ

ん
と
し
て
誕
地
h
z
M
対
抗
す
る
者
、
競
買
の
結
果
耕
地
主
に
於
て
自
作
の
た
め
‘
拠
地
br
要
求
す
心
掛
都
が
増
加
し
れ
い

る
矯
め
、
従
来
の
如
き
小
作
料
減
免
問
題
を
中
心
と
し
に
る
守
議
一
炉
、
今
や
土
地
返
還
を
中
心
と
す
る
争
議
に
一

時
し
つ
〉
あ
る
。
き
れ
ば
小
作
調
停
法
に
更
に
一
歩
を
進
め
、
我
闘
情
に
卸
し
た
る
合
理
的
な
小
作
法
含
制
定

し
、
小
作
権
の
確
立
、
小
作
料
の
合
理
化
を
闘
h
ノ
、
こ
の
新
地
盤
の
上
で
地
主
、
小
作
人
聞
の
協
調
を
侃
し
、
農

村
の
卒
和
を
復
活
し
、
雨
者
協
力
し
て
農
村
の
艦
梼
的
更
生
運
動
に
精
進
す
る
や
う
促
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

回

失
に
流
通
部
面
に
於
け
る
諸
方
策
に
就
て
見
る
に
、
先
づ
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
、
今
日
の
農
家
の
疲
弊
は
、

農
家
の
購
入
す
る
農
産
物
の
債
格
と
農
家
の
購
入
す
る
農
業
用
品
乃
至
は
生
活
必
需
品
債
格
と
の
問
の
債
格
差
に

よ
り
て
惹
起
さ
れ
る
事
で
め
る
。
農
産
物
債
格
が
農
民
の
購
入
す
る
商
品
債
格
と
同
様
の
割
合
で
低
下
す
ろ
な
ら

ば
問
題
は
な
い
。
第
二
に
農
産
物
債
格
の
著
し
き
下
落
に
拘
ら
示
、
低
下
せ
な
い
も
の
に
借
金
の
償
却
、
韓
金
の

支
梯
と
い
ふ
金
銭
的
支
出
が
め
る
。
五
に
租
税
負
耀
の
軽
械
と
負
憤
の
整
理
・
と
が
問
題
と
な
る
。
後
者
は
金
融
部



面
の
問
題
と
閥
聯
す
る
。

一
、
先
づ
債
格
差
の
緩
和
策
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
れ
に
は
一
面
農
産
物
債
格
の
維
持
安
定
が
要
求
さ
れ
、
他

面
農
家
の
必
需
品
債
格
の
引
き
下
げ
が
要
求
さ
れ
る
。
前
者
に
就
て
は
、
幽
家
政
策
的
な
る
も
の
と
‘
農
民
の
自

主
的
な
る
も
の
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
自
主
的
な
る
も
の
は
今
日
の
世
舎
に
於
て
は
農
民
の
協
同
組
合
運
動
の
外
に

は
あ
り
得
な
い
。
現
在
我
圃
の
農
民
の
協
同
組
合
運
動
は
倫
ほ
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
殊
に
其
の
主
流
を
な
す

産
業
組
合
の
此
の
部
面
に
於
け
る
活
動
は
向
ほ
弱
い
。
だ
が
営
面
の
鰹
掛
史
生
運
動
は
此
の
強
化
を
要
求
す
る
。

付
先
づ
米
親
に
就
亡
見
る
に
、
農
民
の
臼
主
的
統
制
機
関
た
る
農
業
倉
庫
、
販
賀
組
合
、
全
眼
酬
明
の
活
動
は
向

Ja
、、

ほ
弱
い
。
こ
れ
米
穀
統
制
拾
の
如
、
吉
凶
家
政
策
を
必
要
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
現
在
の
こ
的
統
制
法
の
下
に

於
て
は
、
完
全
な
る
植
民
地
米
の
移
入
統
制
を
快
く
か
ら
、
内
地
米
償
格
の
統
制
は
充
分
で
は
な
い
。
今
日
の
億

の
統
制
法
で
は
財
政
的
負
躍
を
過
大
な
ら
し
め
る
倶
が
あ
る
か
ら
、
近
き
将
来
に
於
て
は
先
づ
植
民
地
米
の
移
入

統
制
を
断
行
し
、
克
に
そ
の
結
果
の
如
何
に
よ
り
で
は
、

一
層
徹
底
的
な
る
米
専
責
制
の
質
施
に
ま
で
向
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
今
日
の
米
穀
統
制
法
の
下
に
於
て
は
.
そ
の
穀
力
を
充
分
に
綾
部
せ

し
む
る
た
め
に
は
、
そ
の
蓮
用
上
に
於
て
米
買
上
の
手
績
を
簡
便
に
し
、
異
の
農
民
を
し
て
其
の
静
恵
に
搭
せ
し

む
る
機
舎
を
多
く
す
る
と
共
に
、
産
業
組
合
も
ま
た
全
力
を
翠
げ
て
之
が
補
強
工
作
を
な
し
、
統
制
法
の
恩
揮
に

潜
す
る
も
の
〉
多
く
は
、
地
方
又
は
都
舎
の
米
商
人
た
る
が
如
き
現
肢
を
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご

ロ
農
産
物
中
、
生
紙
債
格
、
従
て
繭
債
格
の
統
制
は
最
も
岡
難
で
あ
る
。
こ
れ
生
紙
債
格
が
一
一
間
ア
メ
リ
カ
の

農
村
綾
務
夏
生
運
動
白
目
標

第
三
十
八
巻

主五

四

第

苦慮

"jc 

九



七
O

購
買
力
の
如
何
に
よ
り
て
左
右
さ
れ
る
上
ド
、
他
面
人
造
絹
紙
の
腫
迅
を
昨
日
現
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
品
質
の
改
良

農
村
経
滞
一
奥
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

ヲ，.

四

第

銑

統
一
、
生
産
費
の
低
下
、
轍
出
統
制
を
闘
る
と
共
に
、
生
紙
の
販
路
構
張
や
新
用
途
の
接
見
、
横
大
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
生
産
費
侃
下
は
製
紙
、
養
護
、
桑
葉
栽
培
を
通
じ
て
之
を
闘
る
べ
き
で
あ
る
。
農
民
の
側

一
方
組
合
製
紙
の
園
結
に
よ
り
て
大
製
綿
命
日
枇
の
大
資
本
力
に
封

に
於
て
は
、
そ
の
販
貸
す
べ
き
繭
に
就
て
は
、

抗
す
る
と
共
に
、
他
方
組
合
製
紙
の
存
せ

5
る
地
方
に
あ
句
て
は
、
今
日
大
製
緑
曾
粧
の
支
配
下
に
あ
る
養
賀
特

約
組
合
併
-
養
寵
賀
行
組
合
だ
ら
し
め
、
日
っ
こ
の
買
行
組
A
Y
宇
佐
産
業
組
合

ω
一
部
と
な
し
、
之
伝
統
一
す
る
郡
丸

は
府
牒
車
位
の
産
業
組
合
聯
令
舎
が
貫
質
上
の
出
荷
固
龍
『
と
な
る
こ
v
と
に
よ
り
て
、
製
総
業
者
と
封
抗
し
、
合
理

的
な
る
繭
債
格
の
構
成
を
期
し
得
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
途
は
既
に
産
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
っ
て
聞
か
れ
て

ゐ
る

O

A

果
貫
翫
菜
の
如
き
腐
敗
性
大
に
し
て
、
永
く
貯
臓
し
得
5
る
商
品
の
憤
格
統
制
は
、
農
民
の
自
主
的
蓮
動
に

侠
つ
外
は
な
い
。
従
て
果
責
琉
菜
の
出
荷
に
就
て
は
、
各
農
村
の
出
荷
組
合
、
販
貰
組
合
を
各
府
牒
の
販
貰
組
合

聯
合
舎
に
固
結
し
、
真
に
全
国
的
聯
合
舎
に
統
一
し
、
之
に
よ
り
て
地
方
又
は
府
牒
聞
の
生
産
及
び
販
責
上
の
競

守
を
避
け
、
各
都
市
中
央
卸
責
市
場
へ
の
出
荷
を
季
節
的
に
も
敷
量
的
に
も
之
を
全
国
的
に
統
制
し
、
之
に
よ
り

て
債
格
の
安
定
を
圃
る
べ
き
で
あ
る
。

斗
農
家
の
必
需
品
憤
格
の
引
き
下
げ
は
、
購
買
組
合
の
活
動
に
侠
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
系
統
組
合
は
肥

料
、
日
用
品
の
配
給
に
就
て
最
近
目
提
ま
し
い
後
展
を
示
し
つ
〉
あ
る
。
併
し
之
に
よ
り
て
存
在
の
傍
地
を
失
ふ



中
間
商
人
の
反
封
蓮
動
が
起
ふ
り
つ
、
あ
る
も
、
併
し
こ
の
反
産
運
動
は
寧
ろ
産
業
組
合
蓮
動
の
促
進
剤
・
と
な
る
で

あ
ら
う
。
今
日
の
産
業
組
合
運
動
は
農
村
の
唯
一
の
自
治
的
、
改
良
運
動
で
あ
ち
、
寧
ろ
農
民
運
動
の
安
全
描
た

る
に
鑑
み
、
岡
家
も
之
を
支
持
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

ニ
、
農
村
租
韓
の
睦
滅

第
二
に
問
題
と
な
る
は
、
農
村
租
枕
の
軽
減
で
あ
る
。
農
村
に
於
て
特
に
此
の
軽
減

問
題
が
喧
し
い
の
は
、
第
一
に
農
業
者
の
負
携
す
る
租
税
が
他
産
業
者
の
そ
れ
に
比
し
て
過
重
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
農
民
の
租
税
の
特
殊
な
る
回
定
性
に
よ
り
、
他
産
業
仁
比
し
て
不
況
期
に
於
て
、
ぞ
れ
が
唖
減
3
れ
や
、

負
摺
の
聞
き
営
増
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
農
民
租
暁
の
過
重
は
地
方
税
、
殊
に
町
村
税
の
過
重
に
あ
る
。
昭
和
七

年
度
の
農
村
租
税
負
憾
の
割
合
1

川
、
国
税
エ
ハ
・
五
八
μ
戸、

る
。
衣
に
農
民
租
税
の
固
定
性
は
、
農
民
の
負
憶
す
る
園
耽
、
地
方
税
を
通
じ
多
く
の
部
分
が
地
租
開
係
の
租
税

道
府
牒
積
一
一
一
七
ω

一
O
J
V
、
付
税
四
六
主
一
一
一
外
で
あ

た
る
こ
と
〉
、
農
民
租
税
の
大
部
分
が
地
方
税
た
る
こ
と
う
に
基
〈
。
最
近
地
租
は
牧
盆
稜
と
な
れ
る
も
、
そ
の

課
税
楳
準
及
び
税
率
が
十
ヶ
年
間
据
置
き
な
お
た
め
、
農
家
の
所
得
が
減
少
す
る
も
、
ぞ
れ
に
臆
じ
て
減
少
せ
な

い
。
こ
の
馳
所
得
税
や
替
業
牧
盆
税
と
異
な
る
。
併
し
地
租
附
加
税
の
税
率
は
府
牒
に
よ
っ
て
、
一
定
の
制
限
内

で
自
由
に
引
き
下
げ
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
七
村
枕
の
二
二
・
八
%
'
を
占
h
u
る
戸
数
割
も
自
由
に
引
き
下
げ
得
る

か
ら
、
名
目
上
農
村
の
租
税
は
固
定
的
で
な
い
と
も
云
へ
る
が
、
財
政
支
出
は
財
界
の
韓
動
に
臆
じ
て
筒
草
に
減

少
さ
れ
な
い
か
ら
、
貫
質
的
に
は
固
定
的
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
悲
に
於
て
か
農
産
物
債
格
の
低
落
時
代
に
は

特
に
農
民
の
租
税
負
躍
は
過
重
と
な
る
。
而
し
て
町
村
財
政
支
出
中
に
於
て
、
数
育
費
が
最
も
多
〈
、
昭
和
七
年

農
村
経
潰
夏
生
運
動
白
目
標

第
三
十
八
巻

五
四
三

第
二
披

七



農
村
経
済
夏
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

五
周
囲

第

就

セ

度
議
算
四
億
五
千
高
田
中
、
約
二
億
圃
を
占
め
て
ゐ
る
。
之
に
封
躍
す
る
農
村
の
租
税
牧
入
中
、
最
も
多
額
な
る

は
戸
数
割
(
家
屋
附
加
枕
を
加
と
に
し
て
、
昭
和
七
年
度
猿
算
で
は
一
億
三
千
高
固
に
遣
し
、
町
村
枕
牧
入
の
穴
割
五

分
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
農
村
の
租
税
負
捲
軽
減
は
、
こ
の
方
面
に
於
て
行
は
る
べ
き
で
め
る
。
向
ほ
農
村
の
地

方
税
負
捨
ぞ
見
れ
る
た
め
都
舎
に
移
轄
す
る
不
在
地
主
に
劃
し
て
は
、
枇
合
政
策
的
立
場
か
ら
不
在
地
主
穂
を
課

す
‘
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
品
、
負
債
盤
理

現
在
の
農
村
は
多
額
の
負
債
な
有
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
負
債
よ
h
生
中
る
艇
掛
上
.
生
活

上
の
重
臨
般
金
緩
和
し
、
之
を
除
却
す
る
途
を
講
ぜ
な
け
れ
ば
、
農
業
経
祭
、
農
家
経
掛
の
改
善
に
よ
り
て
生
守
る

生
活
像
力
.
換
言
す
れ
ぽ
金
銭
牧
入
の
増
加
は
過
去
に
於
け
る
負
債
の
利
携
に
追
は
れ
、
容
易
に
更
生
の
賓
を
奉

?
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
か
の
負
債
整
理
組
合
法
は
此
の
目
的
の
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。
本
法
に
よ

れ
ば
、
負
債
を
整
理
せ
ん
と
す
る
農
、
山
、
漁
家
を
し
て
隣
保
共
助
の
精
神
に
則
h
J
、
部
落
直
域
を
原
則
と
す
る

無
限
責
任
又
は
保
謹
責
任
の
負
債
整
理
組
合
を
組
織
せ
し
め
、
部
落
民
を
し
て
異
に
協
力
一
致
し
て
負
債
の
整
理

を
矯
さ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
却
ち
負
債
整
理
含
潟
す
農
家
は
必
中
粧
梼
夏
生
計
量
を
樹
て
之
hv-
質
行
す
る
こ

と
、
及
び
負
債
整
理
の
骨
子
た
る
負
債
償
還
計
量
は
之
を
確
賀
に
履
行
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
而
し
て
負
債
整
理

組
合
は
債
務
者
た
4
0
組
合
員
と
其
の
債
権
者
と
の
聞
に
立
っ
て
、
負
債
の
金
額
、
利
率
、
償
還
期
限
、
償
還
方
法

等
に
つ
き
、
そ
の
緩
和
を
な
す
ゃ
う
協
定
を
な
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
の
負
債
整
理
を
行
ふ
た
め
、
園
家
は
玉

ク
年
間
に
二
信
回
の
貴
金
を
、
大
療
省
預
金
部
よ
り
、
市
町
村
を
鰹
て
負
債
整
理
組
合
又
は
負
債
整
理
事
業
を
行



ふ
信
用
組
合
に
貸
付
し
、
之
に
よ
り
て
生
十
る
こ
と
あ
る
べ
き
損
失
に
付
六
千
高
闘
を
限
度
と
し
、
そ
の
竿
額
三

千
高
圃
を
国
家
に
於
て
.
残
り
三
千
高
闘
を
道
府
牒
及
び
市
町
村
が
負
躍
す
る
こ
と
〉
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
業

の
成
績
は
勿
論
一
定
の
期
間
後
で
な
け
れ
ば
判
明
せ
な
い
。
こ
の
負
債
整
理
の
貫
行
上
、

負
債
に
及
ぱ

5
る
勤
ぞ
考
慮
し
て
、
負
債
元
本
及
び
累
積
利
子
の
或
る
程
度
の
切
下
げ
を
闘
る
こ
と
が
望
ま
し

一
般
物
債
下
落
が
固
定

ぃ
。
そ
の
限
度
は
債
権
者
を
し
て
其
の
受
領
せ
る
貨
幣
を
以
て
、
貸
付
せ
る
静
岡
時
購
買
を
漁
期
ぜ
る
と
同
量
の
商

品
を
購
買
し
得
る
程
度
に
あ
ら
し
め
に
い
。

か
く
負
憤
の
整
理
を
な
す
と
共
に
、
農
家
経
捕
の
牧
支
均
衡
営
闘
hd
、
勝
来
重
ね
て
不
生
産
的
負
債
を
生
ザ

F

名
ゃ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
農
村
金
融
方
面
に
於
て
も
、
信
用
組
合
の
普
及
に
よ
り
、
生
産
費

金
借
入
利
率
の
低
下
を
闘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
度
制
定
さ
れ
た
る
農
業
動
産
信
用
法
は
農
村
信
用
組
合

に
新
な
る
活
動
舞
憂
を
輿
ふ
る
で
あ
ら
う
。
向
ほ
注
意
す
べ
き
は
農
家
の
負
債
中
に
は
、
農
業
生
産
カ
の
費
展
に

何
等
寄
奥
せ
ま
る
消
費
負
債
の
可
成
り
多
い
事
で
あ
る
。
農
林
省
農
家
経
梼
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
年
末
に
於

け
予
農
家
一
戸
営
り
の
負
債
は
平
均
八
百
五
十
七
固
な
る
が
、
こ
の
中
に
於
て
農
業
用
負
債
は
四
四
・
九
四
川
刊
を

占
め
、
農
業
外
負
債
は
五
五
・

O
六
%
に
及
ん
で
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
ま
た
静
岡
牒
引
佐
郡
伊
谷
村
の
負
債
調
査

に
よ
れ
ば
、
左
表
に
示
す
如
〈
肥
料
費
、
土
地
購
入
費
、
事
業
資
金
を
農
業
費
金
と
見
て
金
負
債
の
四
九
%
を
占

め
.
他
は
大
瞳
消
費
信
用
負
債
で
あ
る
。

農
村
鰹
潜
更
生
運
動
向
目
標

第
一
一
一
十
八
巻

五
四
五

第

事E

七

日木農業研究含婦、日本農業年報、第一崎、_..-大七頁。



農
村
経
務
更
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

五
四
六

第

就

七
四

一
債
ナ
合
一
4
8

一
負
封
型
。
一
弘

一完了
-
E
一

ぴ

締

金

入

祭

代

費

費

敗

償

費

-

一

原

一

及

修

費

購

葬

、

一

一

俊

一

築

屋

業

地

婚

料

料

育

業

人

交

一

一|
1
|一
政
注
意
事
土
但
肥
瞥
教
事
誼
枇

l
一

勿
論
か
う
る
一
、
二
の
調
査
資
料
よ
り
し
て
我
園
会
圃
の
農
村

25.6 

15.0 

11.5 

8.8 

5.5 

2.0 

1.8 

1.0 

0.3 

負
債
の
貫
扶
を
察
す
る
を
特
な
い
が
、
併
し
農
家
に
於
て
は
泊
喪

信
用
負
債
が
案
外
多
額
に
上
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら

れ
る
。
き
れ
ば
農
家
の
消
費
鰹
持
部
面
の
合
理
化
を
闘
る
こ
と
に

よ
り
て
、
不
生
産
的
負
債
九
ぜ
な
る
べ
く
ゆ
な
か
ら
し
h
u

る
こ
土
は
、

目
下
の
急
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
、
島
家
の
生
活
改
善

以
上
論
じ
た
る
諸
方
策
に
よ
り
て
、

一
方
農
村
の
般
入
増
加
、
租
税
負
捨
の
軽
滅
、

負
債
整
理
等
を
圃
る
と
共
に
、
他
方
佃
々
の
農
家
に
於
て
も
生
活
の
改
善
を
固
り
、
家
計
収
支
の
均
衡
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
圃
農
家
の
生
活
程
度
は
、
欧
洲
大
戦
嘗
時
の
好
景
気
以
来
、
著
し
く
向
上
し
た
と
云
ふ
も
の

〉
都
市
住
民
の
そ
れ
に
比
し
て
、
決
し
て
優
れ
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
舎
で
農
村
が
暮
し
よ
い
左
戚
ぜ
ら

れ
た
の
は
、
そ
の
生
活
が
主
と
し
て
自
給
自
足
の
経
摘
を
替
み
、
市
場
の
景
況
如
何
に
よ
っ
て
多
く
影
響
さ
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
農
民
も
交
換
鰹
梼
化
の
結
果
と
し
て
、
都
合
住
民
と
同
様
な
る
懲
望
充
足
手

段
の
配
A
T
P
-
要
求
す
る
方
向
に
進
み
、
農
家
生
活
品
中
、
市
場
よ
り
購
入
す
る
部
分
が
著
し
〈
増
大
し
て
ゐ
る
。

従
て
今
日
の
農
民
は
景
気
捷
動
に
膳
じ
て
、

一
喜
一
憂
せ
ま
る
を
得
な
い
こ
と
b

な
り
、
昔
し
な
が
ら
の
農
村
の

安
慰
生
活
は
失
は
れ
る
に
至
っ
た
。
き
れ
ば
殊
に
不
況
期
に
於
て
は
、
消
費
部
面
に
於
げ
る
自
給
生
産
を
増
す
と

共
に
、
購
入
品
を
な
る
べ
〈
安
債
に
購
入
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
爾
者
に
就
て
は
既
に
論
及
し
た
る
蕗
で



あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
農
業
本
来
の
立
場
は
「
利
」
の
た
め
に
す
る
よ
り
も
「
要
」
の
た
め
に
す
る
も
の
な
る
こ
と
を

意
識
し
、
仕
事
を
仕
事
と
し
て
棄
し
み
、
徒
に
農
村
生
活
を
都
曾
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
今
日
の
農
村
生
活
に
は
、

之
を
改
善
し
、
生
活
費
の
低
下
に
努
む
べ
き
縁
地
が
可
な
り
多
い
。

竹
農
家
は
冠
婚
葬
祭
に
就
て
は
、
自
己
の
枚
入
を
顧
み
中
、
身
分
不
相
膳
な
る
出
費
を
な
し
、
之
が
農
家
負
債

の
一
主
悶
を
な
し
て
ゐ
る
。
と
の
酷
に
於
け
る
生
活
様
式
の
改
善
に
よ
り
相
官
な
る
冗
費
が
節
約
さ
れ
る
で
あ
ら

ぅ
。
児
に
積
極
的
に
は
産
業
組
合
の
利
用
部
に
よ
り
て
冠
婚
葬
具
の
利
用
事
業
を
麗
替
す
る
も
、
ぞ
の
経
費
節
約

の
一
方
法
で
あ
ら
う
。

ロ
農
村
の
生
活
費
申
、
重
要
な
る
項
目
を
な
す
も
の
に
欝
療
費
が
あ
る
。
昭
和
五
年
に
於
て
は
約
一
高
二
寸
に

近
い
全
国
の
農
村
の
内
で
、
三
千
二
百
三
十
一
筒
村
に
聾
者
が
ゐ
な
い
。
従
て
此
等
の
村
で
は
遠
隔
の
地
か
ら
欝

師
を
迎
へ
る
必
要
が
あ
り
、
七
め
に
高
き
往
診
料
を
支
榔
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
こ
の
不
便
を
兎
れ
、
且
つ
密
集
費

の
低
下
を
圃
る
に
は
、
産
業
組
合
法
に
よ
る
欝
療
組
合
の
普
及
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

倫
ほ
こ
の
外
に
も
農
村
生
活
の
合
理
化
を
闘
る
べ
き
像
地
が
、
住
居
、
噌
好
口
問
、
被
服
聾
等
に
於
て
も
可
な
り

あ
る
で
あ
ら
う
。
農
村
生
活
の
向
上
は
勿
論
望
ま
し
い
露
で
あ
る
が
、
今
日
の
如
き
不
況
期
に
際
し
て
は
、

a"'f 

的
生
活
程
度
の
引
き
下
げ
も
、
ま
た
己
む
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
の
限
界
は
、
農
家
牧
入
の
減
退
に
膳
じ

て
、
支
出
を
縮
少
す
る
程
度
に
於
て
ず
あ
る
。

五

農
村
経
済
夏
生
運
動
の
目
標

第
三
十
八
巻

五
四
七

第
二
披

七
五



農
村
経
済
更
生
運
動
の
目
標

第
一
一
一
十
八
拳

五
四
八

第

盟主

七
六

以
上
に
一
旦
り
各
方
面
に
於
け
る
農
村
疲
弊
の
原
因
を
明
に
し
、
之
を
菱
除
す
る
た
め
に
採
る
べ
き
諸
方
策
に
就

て
論
じ
た
。
こ
の
農
村
擾
弊
の
原
因
が
多
方
面
に
一
旦
り
て
存
す
る
限
り
、
之
が
封
策
も
、
去
に
そ
れ
に
照
臆
し
て

種
々
な
る
方
面
に
亘
り
て
樹
立
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
農
村
疲
弊
を
一
暴
に
し
て
克
服
し
得
ベ
き
高
能
襲
は
決
し

て
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
農
村
疲
弊
の
慌
復
は
長
年
月
を
要
す
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
根
気
強
〈
努
力

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
農
村
疲
弊
e

炉
二
皐
に
し
て
克
服
す
る
に
足
る
高
能
薬
の
存
す
る
畑
〈
主
眼
す
る
こ

k
は
、
そ
れ
白
膿
徒
に
世
人
伝
興
奮
ぜ
し
め
、
人
心
を
不
安
な
ら
し

U
る
に
掲
ぢ
な
い
C
め
ら
ヮ
。
げ
に
羅
時
は

一
日
に
し
て
成
ら
な
か
っ
に
、
若
し
之
ぞ
一
日
に
し
て
成
さ
ん
と
企
て
た
な
ら
ば
、
羅
馬
は
全
然
成
ら
な
か
っ
た

で
あ
ら
う
。
素
よ
り
今
日
の
農
村
疲
弊
の
原
因
の
吏
除
は
農
村
粧
持
機
構
の
改
善
に
侠
つ
べ
き
も
の
が
多
い
が
、

ま
に
農
民
自
ら
の
責
任
に
蹄
す
べ
き
も
の
も
多
々
あ
る
。
き
れ
ば
農
民
は
自
ら
深
〈
反
省
し
て
、
先
づ
自
己
の
生

活
改
善
に
全
力
を
査
さ
な
け
れ
ば
な

4
ぬ
。
故
に
農
村
鰹
梼
更
生
運
動
に
於
て
は
農
民
の
自
力
と
之
を
柿
ふ
べ
き

園
家
政
策
と
が
揮
然
融
和
し
て
有
機
的
な
る
一
躍
を
成
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
農
村
更
生
運
動
の
途
上
に

於
て
は
、
農
村
の
自
力
更
生
運
動
の
主
韓
た
り
、
そ
の
指
導
の
地
位
に
立
つ
ぺ
き
農
村
聞
係
諸
国
韓
た
る
産
業
組

合
、
農
舎
相
互
の
聞
に
於
て
も
、
そ
の
職
能
及
び
活
動
上
に
於
け
る
充
分
な
る
調
和
を
圃
h
、
ま
た
個
々
の
農
村

経
梼
更
生
策
の
樹
立
に
際
し
て
は
、
よ
く
其
の
村
々
の
特
殊
事
情
を
掛
酌
し
て
、
之
に
趨
雁
し
た
る
振
興
策
を
蓮

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。


